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■問秘書広報室☎32-2029 ■問環境生活課低炭素都市推進係☎32-2051

　環境に優しい低炭素なまちを目指し、身近でできることを探してみませんか。
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アイデア次第で、省エネに取り組み
ながら電気代などを節約することも
できます。工夫してみてください。

この事業は環境に配慮したカーボンオフセット事業です

ＷＡＲＭ ＢＩＺ（ウォームビズ）に取り組みましょう
　ウォームビズは、暖房時の室温が 20℃でも心地良く過ごすこ
とができる、低炭素型の職場環境や生活様式です。
　冬の節電は、夏よりも省エネ効果や二酸化炭素（ＣＯ₂）排出
量の削減効果が高いといわれています。
　生活のさまざまな場面で、ウォームビズを始めましょう。
暖房器具以外のものも活用して部屋を暖める
●扇風機を上向きに短時間だけ使い、暖かい空気を循環させる
●窓に断熱シートを貼るなど
快適に過ごすアイテムを使って、暖房の設定温度を見直す
●首、手首、足首の「三つの首」を温める
●マフラーや

ひざ

膝掛けを活用する
●マスクで感染症予防、保湿、保温するなど
料理や軽い運動で体の中から温める
●根菜類、ショウガなどを使った料理を食べて、体を温める
●換気の時間などを活用し、ストレッチをするなど

12月号は、環境に優しい「カーボンオフセット」広報
　カーボンオフセットは、日常生活や経済活動で排出されるＣＯ₂を、他の場所で削減・吸収したＣＯ₂で
埋め合わせ（オフセット）し、ＣＯ₂の排出量を実質ゼロにする仕組みです。
　市では、住宅用太陽光発電システムを設置した家で削減されたＣＯ₂の排出量や、森林の
間伐により増加したＣＯ₂の吸収量を数量化し、さまざまな環境活動に活用しています。
　12 月号の広報紙は、この数値化した削減・吸収量を活用し、印刷に使う電力などで排出
されるＣＯ₂を埋め合わせた環境に優しい冊子になっています。
　また、認証シールが付いた「カーボンオフセット商品」を購入すると、ＣＯ₂の削減活動に
協力できます。カーボンオフセット商品について、詳しくは市ホームページをご覧ください。

地球温暖化防止月間
　　環境絵馬展
　小学４年生が作成した
環境絵馬の優秀作品の展
示や、環境に優しい取り
組みを紹介します。
とき　12月７日㈪～11
日㈮
ところ　市役所１階市民
ロビー

アースキーパーメンバーシップ会員募集

　地球を守る人「アースキーパー」は、地球温暖化防止のため、地球に優
しい生活に取り組む人のことです。
　岡山県では、会員を募集しています。登録方法は、アースキ
ーパーホームページ（https://earth-keeper-okayama.jp/）
で、必要事項を登録するだけです（登録無料）。
　地球温暖化を防ぐためには、一人ひとりの行動が効果的です。地球の未
来を守るため、みんなで地球に優しい生活を始めませんか。
会員の特典
●環境について楽しく学ぶイベントなどへの参加
●「環境家計簿」など、環境活動に役立つ便利なツールの利用
●環境活動で貯めたポイントでプレゼントに応募

■問岡山県新エネルギー・温暖化対策室☎086-226-7298

作品紹介

開催しました！ 体験しよう！
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小林博道さん
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白石靖さん

21～26
10／ 作州の民芸 ものづくり展

津山市地域交流センター(アルネ･津山４階)

　さまざまな分野で活躍する11人の皆さんの作品の
展示とワークショップが行われました。

　　　　つやま小旅体験プログラム
　作州牛の制作、作州絣の手織り、紙すき
など、地域の伝統工芸に触れる体験ができ
ます。内容、参加料金
など、詳しくはお問い
合わせください。

■問津山市観光協会 ☎22-3310

ネック
ウォーマー
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12月は地球温暖化防止月間です第７回市長と話そう津
ま

山
ち

づくりミーティング～伝統の継承～
　ものづくりの「技を磨く」｢情報収集と発信を
する」を目的に活動している津山民芸協会の会員
５人と市長が、10月７日に意見交換を行いました。
　参加者は「作品の発表の場がほしい。目にして
もらえる機会が増えると意欲が増し、技術が磨か
れる」｢文化・芸術のレベルを高め、継承してい
くには子どもの頃から触れることが大切。学校行
事での体験、まちかど美術館など、まち全体で活
動する機会を増やしたい」などそれぞれの思いを
話しました。

　また、厚くて強い『雲
うん

斎
さい

織
おり

』という津山の織物
が足

た

袋
び

の底に使われ、参勤交代に用いられていた
という話や、令和の衆楽雅藻＊を実現したいなど、
津山の歴史にも触れ、｢まず地域の人に、工芸を
はじめ地元の良いところを知ってもらい、訪れた
人に紹介できるような取り組みが必要」など今後
の課題について語り合いました。
　市長は「住民が津山の伝統文化に誇りを持ち、
ものづくりの技術や伝統を途絶えないよう継承し
ていくことが大切。ものづくりを通じて、皆さん
と一緒に地域を元気にしていきたい」と話すなど、
熱心に意見交換を行いました。
＊衆楽雅藻：明治のはじめ衆楽園で催した曲水の宴を　
　歌った詩や書画を集録したもの

(左上から）小林博道さん、谷口市長、奥田福泰
さん、白石靖さん、今井烏石さん、上田繁男さん


